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１．産官学連携

本取り組みは、産官学連携として以下の通り、三者がお互いの得意分野で協力し
「ＩＣＴを活用したまちづくり」を実現するために結ぶ連携協定である。

名古屋大学

高山市

ＮＥＣソリューションイノベータ
株式会社

学

官

産

先端技術、ソリューションの提供
事業化後のサービス運用設計
分析、未来予測等のノウハウ

観光情報学に基づく知見
ICT活用のノウハウ・助言

学会等における研究内容の発表

フィールドの提供
事業の推進

市民や関連事業者等の調整



２．目的・内容

ＩＣＴを活用したまちづくりに関する連携協定

協定の目的

高山市、国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学、ＮＥＣソリューションイノ
ベータ㈱の三者が連携し、国内有数の観光都市である高山市において確かな情報に
基づいた政策決定が可能となるよう、相互に協力が可能な分野において、ＩｏＴや
ＩＣＴ、ＡＩなどの先端技術を適用することで、より良いまちづくりの実現に資す
ることを目的とする。

協力内容

高山市における今後のまちづくりにおいて、市が抱えるさまざまなニーズや課題
を発見し、三者の視点にて解決方法について検討し、実証実験等を通し効果を検証
する。
対応にあたり、三者は自らが有する知見や技術等を結集することで、ＩＣＴを活

用したまちづくりの実現と、ＩｏＴから得られる確かなデータに基づいた行政判断
や地域観光産業界への提供等を行うためのサービスを創出する。その設計、構築、
検証などを通じ、市や地域産業に定着するための取り組みを行うものとする。



３．役割・効果

役割と期待できる効果

協定の締結により、これまで三者が共同で取り組んでいた「実証実験」の枠を超
え、市のまちづくりへの先端技術適用を正式に推進することができるようになる。

高山市は本事業に必要なフィールドの提供、市民や関連事業者等の調整などを通
じて事業を推進する。

名古屋大学は各種試作システムの設計開発やそれらの実証実験などを行う。これ
により、名古屋大学は高山市における「ＩＣＴを活用したまちづくり」に対して寄
与していること、及びそこから得られる研究成果を学会等で発表することで、内外
にアピールすることができる。

ＩＣＴを活用したまちづくりに関する連携協定

ＮＥＣソリューションイノベータは IoT、ICT及び
ＡＩ等の最新技術の適用にあたり、率先して保有技
術やソリューション等を提供する。将来的には飛騨
高山モデルとして創出したソリューションを全国に
展開していく。



４．これまでの取り組み

以下の日程において、同市本町３丁目EaTownの軒先にカメラおよびシステム1式
を設置し一定期間の情報採取を行った。人道橋の施工前、竣工後でその周辺の通行
量がどのように変動するか確認することを目的とし、名古屋大学、ＮＥＣソリュー
ションイノベータの協力の下、広報情報課と商工課が共同で実証実験を実施した。

本システムはＮＥＣソリューションイノベータにて開発したシステムであり、カ
メラに映りこむ通行人の顔を補足し、ＡＩが「性別と年齢」をその時刻とともに記
録することができるものである。この蓄積から、名古屋大学にて天気、気温、曜日
イベントの有無などを加味した集計、分析結果を作成し、同年１２月１３日に高山
市に説明、提出を行った。同日、副市長への取り組み説明も実施した。
期間：令和 元年１０月７日 ~ ２３日

ｱｰｹｰﾄﾞ下EaTown

２０１９年度 実証実験

2019.10.7



４．これまでの取り組み

新型コロナウイルスの影響について定量的に図ることおよびコロナ終息後におけ
る観光客等の復帰状況がどのようになっているか等を正しく把握するために２か所
への人流カメラ導入を決めた。連休前への導入をめざし、高山市では関係者の調整
に加え、自ら設置工事等を担うことで、短期間での導入を実現することができた。
また、当初、高山市職員による人力によるデータ収集を行っていたが、ＮＥＣソリ
ューションイノベータおよび名古屋大学の協力によりクラウド上に準備した環境へ
のデータ自動アップロード環境を提供することとし、市として有益となるようその
他のデータとの複合分析を行うことができるよう開発、改善を行っている。

観光案内所(駅前) まちかど観光案内所

２０２０年度 ＡＩ顔認識カメラ導入

2020.4.20 2020.4.21



まちなみ観光案内所

EaTown

宮川人道橋

観光案内所(駅前)

４．これまでの取り組み

ＡＩ顔認識カメラ設置場所



■NEC車両ナンバー認識PKG
実装環境

５．今後の取り組み（案）
２０２０年度設置のＡＩ顔認識カメラの継続設置、及び車両ナンバー認識技術の導入
により、観光地全体の観光客数や日別・時間帯別のさまざまな属性分析を行う。
また、飛騨エリア市村と連携し、地域全体での分析等を推進する。

ＡＩ顔認識カメラのデータを、クラウド上に準備する観光クラウド基盤へ日々蓄
積し、さまざまなデータ（市のイベント情報やE-Stat(政府統計)・気象庁オープン
データ等）と掛け合わせ、市政判断の材料となる分析を行う。また、近隣市で行っ
ている車両ナンバー認識による来場者分析との連携や、高山市で推進する観光客分
析の結果を近隣市村に相互提供を行い、エリア連携を率先して推進する。さらに、
ＡＩ顔認識カメラから得られる情報からグループ属性（家族、カップル等）などの
付加情報を得る取り組みを進める。

IoTデバイス エッジ 広域N/W

FieldAnalyst

■FieldAnalyst実装環境

アップロード処理

【管理項目】
・人数 (頭部認識)

・年齢[推定] (顔認識時)

・性別[推定] (顔認識時)

・通行時刻

【集計機能】
・通行人数
・方向別
・性別・年齢層別
・滞在時間（密集度）

観光クラウド基盤

QuickSight

AWS

天気や気温の
オープンデー
タも含めて
分析

政府統計

天気・天候

政府統計
気象庁イベント

市保有

車両ﾅﾝﾊﾞｰ認識

見える化

予 測

観光施策

近隣市村
データ



５．今後の取り組み（案）
高山市内の観光要所（駅前、古い町並）にて得られる来場者の人数・属性（年齢・性
別）に加え、来場手段として考えられる交通機関等からの情報提供をもとに、観光
客の実態を見える化する。

鉄道やバスなど、交通機関における観光客の乗降データと、AI顔認識カメラから
得られる人数、属性と掛け合わせることで、市に来場する観光客の実態を把握し、
確たるデータに基づいた観光プロモーションを立案する。分析結果を各交通機関に
提供し観光プロモーションに関する相乗効果を図っていくもの。

SNS

気象情報来場時間

降車人数

観光データクラウド

AWS

年齢 性別

人数 日時

通 行 人鉄道・バス オープンデータ

イベント情報

アンケート結果

市保有データ

総　合　計

日 月 火 水 木 金 土

3/15 3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21

男性 0代 11 5 5 12 7 13 18 71

10代 102 141 82 161 139 112 134 871

20代 633 812 856 1,021 1,138 817 1,007 6,284

30代 680 1,204 1,153 1,265 1,447 919 1,098 7,766

40代 406 931 881 976 1,076 488 624 5,382

50代 185 409 460 415 425 203 289 2,386

60代以上 31 70 63 58 93 39 50 404

計 2,048 3,572 3,500 3,908 4,325 2,591 3,220 23,164

女性 0代 4 1 5 5 5 9 6 35

10代 69 69 81 99 93 73 83 567

20代 620 783 728 845 929 767 901 5,573

30代 906 1,304 1,408 1,391 1,546 1,098 1,280 8,933

40代 482 946 924 990 1,042 677 711 5,772

50代 173 228 244 265 284 164 190 1,548

60代以上 8 10 19 10 9 11 9 76

計 2,262 3,341 3,409 3,605 3,908 2,799 3,180 22,504

合計 4,310 6,913 6,909 7,513 8,233 5,390 6,400 45,668

入場者数 14,396 24,163 22,977 24,409 26,106 17,957 19,386 149,394

退場者数 14,665 25,563 24,312 26,015 27,358 19,322 19,790 157,025

合計 29,061 49,726 47,289 50,424 53,464 37,279 39,176 306,430
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NEC車両ナンバー認識PKGも追加予定



５．今後の取り組み（案）
人道橋をはじめ、主要観光ポイントにＡＩ顔認識カメラを設置し、商店街を通過する
観光客の属性情報を地元商店と共有し、効率的な入荷、出店などの判断ができる
ようデータを利活用する。

宮川人道橋前の商店前にAI顔認識カメラを設置し、新たな観光ルートにどれだけ
の観光客が来場しているかを見える化（分析、未来予測等）することで、近隣商店
や宿泊施設にとって、どれだけの売り上げが期待できるかの情報を得ることができ
る。また、出店を検討している方には地点におけるビジネスポテンシャルを数字と
して提供することを検討する。2019年10月に実施したEaTownで計測した観光客
の通行量と2020年の同時期における通行量を比較するために、本協定の取り組みと
して人流カメラの設置計測を実施する。

宮川人道橋

商店街

宿泊施設

提供
年齢

性別人数

日時 来場予測
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気象庁
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５．今後の取り組み（案）
観光客に対し、属性に基づいた「おすすめの観光ルート」の提供、及び旅行のしや
すさや特典など「おもてなし」を提供できるような仕組み作りを検討、実証し、実際の
高山市内観光への導入を検討する。

観光客に「すばらしい旅行だった」「また来たい」と思っていただけるよう、い
わゆる「おもてなし」のためのＩＣＴ利活用を検討する。具体的には、駅を降りた
際にサイネージの前に立つと、その方の性別・年代に合わせたおすすめの観光ルー
トやスポットをサイネージに表示し、ＱＲコードを読み取ることで自身のスマート
フォン等でナビゲートできるしくみを構築する。
本人の希望があればICタグを貼り付けたカード等を交付し、ホテルのチェックイ

ン、買い物、コミュニティバス等のサービスを受けられるようにする。市としては
ICタグ等を利用した実績を観光クラウド上に蓄積することで観光客の動線や趣味嗜
好などの傾向を把握することができる。

23才女性

コンテンツ切り替え

あなたに
おすすめ
のコース

観光
クラウド基盤

データ蓄積・分析

満足度の高い
観光の実現


